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◆解答の分量のバランスを考える。 

  設問ごとに1枚を想定。答えるまえに（1）～（3）の見出しを先頭につけた。 

◆読みやすくする工夫 

  見出しは0.9㎜、本文は0.7㎜のシャープペンを使った。見出しにはアンダーライン 

  を定規でしっかりと引いた。 

◆1）一般的な知識、2）国土交通省の政策やそのキーワード、3）自分の考え  の 

   比率が、概ね2：3：5 になった。 

◆業務経歴の詳細の内容と自分の得意分野（≒普段技術者として、防災・環境保全 

  のためにはこういう考え方・調査をすべきだと思っていること）との関連も必須。 



国交省資料や「新しい
ステージに対応した防
災・減災のあり方」から
の知識 

知識の裏付けが乏しい
ので、自分の考えだけ
述べた。 

いちおう自分の考え 
ではあるが、一般的 
すぎる。 



無難なことを書いた 

業務経歴の詳細との 
つながりを意識した。 

国交省資料や「新しい
ステージに対応した防
災・減災のあり方」から
の知識 

普段から考えている 
ことだが、Ｈ25Ⅱ-2 
の問題を読んでいた 
ことが功を奏した。 



技術的課題 
これは普段から個人 
的に考えていること 
を述べている（特に 
青下線部） 

現行の制度上の課題 

問題文は課題を述 
べよとなっているが、 
自分なら何が重要と 
思うかをまとめた 
（特に青下線部）。 


